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(57)【要約】
【課題】従来の平板瓦では、桁行方向に隣接する瓦にお
ける前垂れの境界部位から吹き込んでくる風雨には対応
出来ない。
【解決手段】アンダーラップ部３の上面で、側端に形成
された水返し９より内側に、流れ方向に対し平行な下方
水切り10、10a …を設け、オーバーラップ部２の下面に
、流れ方向に対し平行で長い上方水切り11を形成し、該
上方水切り11を、葺設状態において隣接する防水瓦のア
ンダーラップ部３の水返し９と下方水切り10、10a …と
の間に相当する位置に配置することにより、桁行方向に
隣接する防水瓦における前垂れ４の境界部位Ｈから奥側
且つアンダーラップ部３の外側へ斜め方向に吹き込んだ
風雨中の雨滴を、他方の防災瓦のアンダーラップ部３の
下方水切り10、10a …に当て、該下方水切り10、10a …
を乗り越えたとしても一方の防災瓦のオーバーラップ部
２の上方水切り11に当ててそれ以上奥側へ吹き込ませな
い
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一側部位をオーバーラップ部とした瓦本体の他側方にアンダーラップ部が一体形成され
、頭側に前垂れを有した平板瓦であって、
　前記アンダーラップ部の上面で、側端に形成された水返しより内側に、流れ方向に対し
平行な下方水切りを設け、前記オーバーラップ部の下面に、流れ方向に対し平行で長い上
方水切りを形成し、該上方水切りを、葺設状態において隣接する防水瓦の前記アンダーラ
ップ部の前記水返しと前記下方水切りとの間に相当する位置に配置したことを特徴とする
防水瓦。
【請求項２】
　前記オーバーラップ部の上方水切りを、下端が、葺設状態において隣接する防水瓦の前
記アンダーラップ部の水返しの上面より下方となる様に形成したことを特徴とする請求項
１記載の防水瓦。
【請求項３】
　前記オーバーラップ部の下面における、前記前垂れとの境界部位に突条を形成したこと
を特徴とする請求項１又は２記載の防水瓦。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、葺設状態における桁行方向に隣接する瓦の前垂れ境界部位からの雨水の侵入
を防止可能にした防水瓦に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、軒先から吹き上げてくる風雨を、流れ方向に隣接する上方の瓦の前垂れと下方の
瓦との隙間からの風雨に侵入を防止する手段として、葺設状態における流れ方向に隣接す
る上方の瓦の前垂れより頭側に横向きの突条を設けて、前垂れの直前に位置する突条に風
雨を当てて向きを変えて上方に散逸させることにより、上記隙間からの風雨の吹き込みを
防止可能にした平板瓦が見受けられる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１２７２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、桁行方向に隣接する瓦の境界部の前垂れの部位から吹き込んでくる雨水は、一
方の瓦のオーバーラップ部と他方の瓦のアンダーラップ部の間に入り込み、その一部が奥
側且つアンダーラップ部の外側へ斜め方向に入り込み、水返しを乗り越えて内部に侵入す
る可能性があるが、上記従来技術の突条では対応出来ないなど、解決せねばならない課題
があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記従来技術に基づく、桁行方向に隣接する瓦における前垂れの境界部位か
ら吹き込んでくる風雨には対応出来ない課題に鑑み、アンダーラップ部の上面で、側端に
形成された水返しより内側に、流れ方向に対し平行な下方水切りを設け、オーバーラップ
部の下面に、流れ方向に対し平行で長い上方水切りを形成し、該上方水切りを、葺設状態
において隣接する防水瓦の前記アンダーラップ部の前記水返しと前記下方水切りとの間に
相当する位置に配置することによって、前記境界部位から奥側且つアンダーラップ部の外
側へ斜め方向に風雨が吹き込んで、他方の防災瓦のアンダーラップ部の下方水切りに雨滴
が当たり、風雨がこの下方水切りを乗り越えたとしても一方の防災瓦のオーバーラップ部
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の上方水切りに雨滴が当たってそれ以上奥側へ吹き込ませない様にして、上記課題を解決
する。
【発明の効果】
【０００６】
　要するに本発明は、アンダーラップ部の上面で、側端に形成された水返しより内側に、
流れ方向に対し平行な下方水切りを設け、オーバーラップ部の下面に、流れ方向に対し平
行で長い上方水切りを形成し、該上方水切りを、葺設状態において隣接する防水瓦の前記
アンダーラップ部の水返しと下方水切りとの間に相当する位置に配置したので、前記境界
部位から奥側且つアンダーラップ部の外側へ斜め方向に吹き込んだ風雨中の雨滴をアンダ
ーラップ部の下方水切りとオーバーラップ部の上方水切りに当ててそれ以上内部への吹き
込みを防止することが出来るため、雨仕舞いの良好な瓦屋根を構築することが出来る。
　而も、オーバーラップ部の上方水切りを、下端が、葺設状態において隣接する防水瓦の
前記アンダーラップ部の水返しの上面より下方となる様に形成したので、上方水切りの下
端を下方水切りの上端のレベルに近づける、即ち上方水切りの下端と下方水切りの上端と
の間の隙間を狭くすることが出来るため、雨滴の内部への吹き込み防止機能の更なる向上
を図ることが出来る。
【０００７】
　又、前記オーバーラップ部の下面における、前記前垂れとの境界部位に突条を形成した
ので、この突条に、前記境界部位から吹き込んでくる風雨中の雨滴の一部が当たって除去
されるため、雨滴の内部への吹き込み防止機能の更なる向上を図ることが出来、よって更
に雨仕舞いの良好な瓦屋根を構築することが出来る等その実用的効果甚だ大である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る防水瓦の底面、背面、右側面を表す図である。
【図２】図１の防水瓦の平面、左側面、正面を表す図である。
【図３】図１の防水瓦の葺設状態を示す平面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ断面端面図である。
【図５】図３のＢ－Ｂ断面端面図である。
【図６】図１の防水瓦の葺設状態を示す要部拡大斜視図である。
【０００９】
　本発明に係る防水瓦にあっては、基本的に平板瓦で、平面視矩形状の瓦本体１の一側部
位をオーバーラップ部２とし、他側方にアンダーラップ部３が一体形成され、頭側に前垂
れ４を、尻側底面に尻剣５、5aを有している。
【００１０】
　図１～５に示された防水瓦は、所謂「Ｆ形Ｕタイプ」であって、瓦本体１の両側部に隆
起部６、6aを形成してそれらの間を谷部７とし、前垂れ４に切欠部８を有している。
【００１１】
　図２に示す様に、アンダーラップ部３の上面で、側端に形成された水返し９より内側に
、流れ方向に対し平行な複数の下方水切り10、10a …を、相互間に隙間をあけて直列配置
し、各下方水切り10、10a …の水返し９側の側面を斜面とし、且つ高さは水返し９より低
く設定されている。
【００１２】
　図１に示す様に、オーバーラップ部２の下面に、流れ方向に対し平行で長い上方水切り
11を形成し、該上方水切り11は斜面が内側の断面三角形状とし、図４に示す様に、葺設状
態において隣接する一方の防水瓦のアンダーラップ部３の水切り９と下方水切り10、10a 
…との間に位置する様に配置すると共に、下端を水切り９の上面より下方に位置する様に
形成している。
【００１３】
　図１に示す様に、オーバーラップ部２の下面における、前垂れ４との境界部位に突条12
を形成し、該突条12はオーバーラップ部２の側面より該オーバーラップ部２の基端側段差
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【００１４】
　そして、図３、４、６に示す様に、屋根下地Ｗ上に上記防災瓦を葺設し、桁行方向に隣
接する防水瓦における前垂れ４の境界部位Ｈから吹き込んでくる風雨中の雨滴は、他方の
防災瓦のアンダーラップ部３と一方の防災瓦のオーバーラップ部２の間の奥側に吹き込も
うとし、更にその一部が奥側且つアンダーラップ部３の外側へ斜め方向（図３の2)方向）
に吹き込もうとするが、他方の防災瓦のアンダーラップ部３の下方水切り10、10a …に雨
滴が当たり、該下方水切り10、10a …を乗り越えたとしても一方の防災瓦のオーバーラッ
プ部２の上方水切り11に雨滴が当たってそれ以上奥側に入り込まず、他方の防災瓦のアン
ダーラップ部３上に滴下して、外部排出される。
【００１５】
　又、一方の防災瓦のオーバーラップ部２に突条12が形成されていることから、図５に示
す様に、他方の防災瓦のアンダーラップ部３と一方の防災瓦のオーバーラップ部２の間の
奥側にそのまま吹き込もうとする風雨中の雨滴は突条12に当たってそれ以上奥側に入り込
まず、他方の防災瓦のアンダーラップ部３上に滴下して、外部排出される。
【００１６】
　尚、図面上、本発明に係る平板瓦は、「Ｆ形Ｕタイプ」だけが示されているが、図示し
ないが、例えば瓦本体の表面は概ね平坦で、オーバーラップ部の部分の厚みをそれ以外の
部分より薄くした、所謂「Ｆ形Ｆタイプ」の平板瓦や、「Ｊ形瓦（和形瓦）」であっても
良い。
【符号の説明】
【００１７】
　１　　　　　瓦本体
　２　　　　　オーバーラップ部
　３　　　　　アンダーラップ部
　４　　　　　前垂れ
　９　　　　　水返し
　10、10a …　下方水切り
　11　　　　　上方水切り
　12　　　　　突条
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